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第
三
条
の
三
第
三
項
第
一
号
中
「
及
び
第
二
号
」
を

「
、
第
二
号
及
び
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
四
第
一
項
第
四
号
中
「
舷げ

ん

窓
」
を「
舷
窓
」

に
改
め
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第

五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

密
閉
区
画
に
お
け
る
救
助
操
練

保
護
具
、
船

内
通
信
装
置
及
び
救
助
器
具
を
使
用
し
、
並
び
に

救
急
措
置
の
指
導
を
行
う
こ
と
。

第
三
条
の
四
第
二
項
中
「
並
び
に
非
常
操
舵だ

操
練
」

を
「
、
非
常
操
舵だ

操
練
並
び
に
密
閉
区
画
に
お
け
る
救

助
操
練
」
に
、「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同

条
第
四
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、「
第
六
項
」

を
「
第
七
項
」
に
改
め
、同
条
第
七
項
中「
お
い
て
は
、」

の
下
に
「
海
員
に
対
す
る
操
練
の
う
ち
、
第
一
項
第
五

号
に
掲
げ
る
操
練
は
」
を
加
え
、「
海
員
に
対
し
て
第
一

項
第
五
号
に
掲
げ
る
操
練
を
」
を
「
同
項
第
六
号
に
掲

げ
る
操
練
は
少
な
く
と
も
二
月
に
一
回
、
そ
れ
ぞ
れ
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中

「
に
お
い
て
は
、
旅
客
の
乗
船
後
二
十
四
時
間
以
内
に

旅
客
に
対
す
る
避
難
の
た
め
の
操
練
を
」
を
「
で
あ
つ

て
、
出
港
後
二
十
四
時
間
を
超
え
て
船
内
に
い
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
る
旅
客
が
乗
船
す
る
も
の
に
お
い
て
は
、

当
該
旅
客
に
対
す
る
避
難
の
た
め
の
操
練
を
当
該
旅
客

の
乗
船
後
最
初
の
出
港
の
前
又
は
当
該
出
港
の
後
直
ち

に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五

項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

別
表
第
一
中
「コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属

」
を
「ベ

ー
タ

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属

」
に
、「鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
病

原
体
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
つ
て
そ
の
血
清
亜
型
が
Ｈ
五
Ｎ

一
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）

」
を
「中

東
呼
吸
器
症
候
群

（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）、
感
染
症
の
予

防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
六
条
第
三
項
第
六

号
に
規
定
す
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

」
に
、「感

染
症
の

予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）

」
を
「同

法

」
に

改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
船
員
法
施
行
規
則
第
二
号
表
第

一
号
の
改
正
規
定
及
び
第
二
条
中
船
員
労
働
安
全
衛
生
規

則
別
表
第
一
の
改
正
規
定
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
十
五
号
）
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

５

海
員
に
対
す
る
操
練
の
う
ち
、
密
閉
区
画
に
お
け

る
救
助
操
練
は
、
少
な
く
と
も
二
月
に
一
回
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
第
二
項
第
十
八
号
を
同
項
第
十
九
号
と

し
、
同
項
第
十
三
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
下
げ
、
同
項
第
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。十

三

船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
七
十
一
条
第
二

項
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
検
知
を
行
つ
た
と
き
。

第
二
号
表
第
一
号
中
「コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属

」
を

「ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属

」
に
、「、

鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
（
病
原
体
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
属

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
つ
て
そ
の
血
清
亜

型
が
Ｈ
五
Ｎ
一
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）

」
を
「、

中
東

呼
吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

属
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限

る
。）、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）

第
六
条
第
三
項
第
六
号
に
規
定
す
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ

」
に
、「感

染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す

る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四

号
）

」を
「同

法

」
に
改
め
る
。

（
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
運

輸
省
令
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

七
十
一
条
第
二
項
中
「
行
な
わ
せ
る
」
を
「
行
わ

せ
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行

う
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
行
な
う
」
を「
行
う
」

に
、「
と
び
ら
」
を
「
扉
」
に
改
め
、同
項
第
七
号
中「
次

号
」
を
「
第
九
号
」
に
、「
行
な
つ
て
い
る
」
を
「
行
つ

て
い
る
」
に
、「
と
び
ら
」
を
「
扉
」
に
改
め
、
同
項
第

九
号
中
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中「
行
な
い
」

を
「
行
い
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同

項
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

前
号
に
規
定
す
る
間
、
く
ん
蒸
に
使
用
し
た
薬

品
が
漏
れ
る
こ
と
に
よ
り
危
害
が
発
生
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
、
航
海
中
少
な
く
と
も

八
時
間
に
一
回
く
ん
蒸
に
使
用
し
た
薬
品
の
量
に

つ
い
て
検
知
を
行
い
、安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
。
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